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意見書 ８件

可決・同意した
知事提出議案 167件

決 議 １件

採択した請願 １件
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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

○北朝鮮による四度目の核実験と事実上の
「弾道ミサイル」発射に抗議する決議

○環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定
に関する意見書

○医療等に係る消費税問題の抜本的解決を求
める意見書

○寡婦控除の適用対象を未婚の母子世帯まで
拡大することを求める意見書

○児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見
書

○主権者教育の確立と投票機会の拡充を求め
る意見書

○奨学金制度の拡充等を求める意見書
○北朝鮮による日本人拉致問題の完全解決の
ために、法の趣旨の徹底等を求める意見書

○外国人の技能実習の適正な実施及び技能実
習生の保護に関する法律の制定を求める意
見書

○平成 年度宮城県一般会計予算
附帯意見「被災地の産業再生にかかわる各
種制度等の運用に当たっては、被災地の現
状に即して柔軟に対応するとともに、引き
続き、さらなる制度の拡充や弾力的な運用
を国に求めていくこと」

○がん登録情報利用等審議会条例
○工事請負契約の締結について（気仙沼漁港
防潮堤新築工事）

○副知事の選任につき同意を求めることにつ
いて ほか

○９・ 豪雨災害に関することについて
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予算特別委員会

常任委員会

３月２日、３日の両日、委員

人による総括質疑を行い、その後、

各分科会での審査を経て、平成

年度宮城県一般会計予算等を可決

した。

総括質疑者 渥美巖、畠山和純、

村上智行、佐々木幸士、庄田圭佑、

細川雄一（自由民主党・県民会

議）、ゆさみゆき、鎌田さゆり（み

やぎ県民の声）、天下みゆき（日

本共産党宮城県会議員団）、遠藤

伸幸（公明党県議団）、岸田清実

（社民党県議団）、菅間進（無所

属の会）、吉川寛康（ 世紀クラ

ブ）

今定例会での主な審査議案等は

次の通り。

●総務企画委員会

審査議案等 包括外部監査契約の

締結についてなど 議案及び請願

１件

●環境生活農林水産委員会

審査議案 工事請負契約の締結に

ついて（志津川漁港防波堤等補修

工事）など 議案

●保健福祉委員会

審査議案等 国民健康保険財政安

定化基金条例など 議案及び請願

２件

●経済商工観光委員会

審査議案 緊急雇用創出事業臨時

特例基金条例の一部を改正する条

例など２議案

●建設企業委員会

審査議案 工事請負契約の締結に

ついて（花渕浜地区海岸護岸等災

害復旧工事）など 議案

●文教警察委員会

審査議案等 文化財保護条例の一

部を改正する条例など６議案及び

請願３件

議会改革推進会議
２月定例会中に委員が指名さ

れ、３月 日第１回目の会議にお

いて正副委員長が選任された。

（◎委員長 ○副委員長）◎安藤

俊威（自由民主党・県民会議）、

○藤原のりすけ（みやぎ県民の

声）、藤倉知格（自由民主党・県

民会議）、中島源陽（自由民主党

・県民会議）、佐々木幸士（自由

民主党・県民会議）、石川利一（自

由民主党・県民会議）、渡辺勝幸

（自由民主党・県民会議）、鎌田

さゆり（みやぎ県民の声）、遠藤

いく子（日本共産党宮城県会議員

団）、福島かずえ（日本共産党宮

城県会議員団）、横山のぼる（公

明党県議団）、岸田清実（社民党

県議団）、渡辺忠悦（無所属の会）、

吉川寛康（ 世紀クラブ）

大震災復興調査特別委員会は、

１月下旬から２月上旬にかけて、

沿岸部８つの被災市町と丸森町に

出向き、各市町議会議員と復旧・

復興に係る諸課題等について意見

交換を行ったほか、登米市等で現

地調査を行った。
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県議会からのお知らせ
●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開

会日に「ラウンジコンサート」を

開催しています。入場は自由です

ので、ぜひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／平成 年６月 日（水）

午後０時 分～ 分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／楽しいコーラス

・曲目／アメイジング・グレイス

ほか

●傍聴のご案内 本会議、各委員

会は手続きの上、自由に傍聴で

きます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会

事務局総務課 290222113571

宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール

みやぎ県議会だより へのご意見・ご感想をお寄せください⊂⊂⊂⊂⊇
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議長記者会見

２月定例会閉会日の３月 日、

安部孝議長が記者会見を行った。

２月定例会を振り返って安部議

長は「東日本大震災から５年が経

ち、３度目となるみやぎ鎮魂の日

を迎えた。東日本大震災の犠牲と

なられた方々を追悼するととも

に、一日も早い震災からの復興の

実現に向けて、決意を新たにした。

今定例会では、宮城県震災復興計

画では再生期の３年目となる平成

年度当初予算を審査し、附帯意

見を付して議決している。大震災

からの復興については、大震災復

興調査特別委員会の活動などを通

じて、県議会として引き続き精力

的に取り組んでいく」と述べた。

大震災復興調査特別委員会

山
元
町
議
会
の
関
係
者
と
復
興
の
課
題
を

話
し
合
う
特
別
委
の
委
員
た
ち

平成28年
２月定例会特集 第117号
編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号
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ホームページのご案内
県議会のあらまし 議員名簿 本会
議と委員会の日程等 各種 請願・陳
情等 手続きの案内 会議録等を掲載
しています
インターネットで本会議 予算・決
算特別委員会の生中継 録画画像を
ご覧になれます

ｓｉｔｅ
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島
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み
や
ぎ
県
民
の
声
）

重
要
政
策
と
村
井
知
事
の
立
ち
位

置
に
つ
い
て
、
少
子
化
時
代
の
成

長
戦
略
に
つ
い
て
他
▽
遠
藤
い
く

子
（
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員

団
）
被
災
者
の
生
活
再
建
を
最
優

先
で
進
め
る
こ
と
、
知
事
の
県
政

運
営
の
基
本
点
に
つ
い
て
他

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
菊
地
恵
一
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
仙
台
空
港
民
営
化
後

の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
宮
城
県
と

ベ
ト
ナ
ム
の
交
流
に
つ
い
て
他
▽

佐
々
木
功
悦
（
み
や
ぎ
県
民
の
声
）

女
川
原
発
安
全
性
に
関
す
る
検
討

会
に
つ
い
て
、
平
和
行
政
と
平
和

教
育
に
つ
い
て
他
▽
仁
田
和
廣

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
の
諸
課
題
に
つ

い
て
、
仙
台
港
の
振
興
に
つ
い
て

他
▽
守
屋
守
武
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
の
元
地
買
取
後
の
対
応
、
復

興
車
両
に
お
け
る
道
路
損
傷
の
対

応
他
▽
中
嶋
廉
（
日
本
共
産
党
宮

城
県
会
議
員
団
）
原
子
力
規
制
委

員
会
と
新
規
制
基
準
に
つ
い
て
、

放
射
能
指
定
廃
棄
物
へ
の
対
処
に

つ
い
て
他

▽
長
谷
川
敦
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
災
害
に
備
え
る
県
の

河
川
整
備
に
つ
い
て
、
指
定
廃
棄

物
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て
他

▽
横
山
の
ぼ
る
（
公
明
党
県
議
団
）

東
日
本
大
震
災
の
諸
課
題
と
防
災

減
災
対
策
、
子
育
て
対
策
と
青
年

対
策
に
つ
い
て
▽
渡
辺
勝
幸
（
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
復
興
・

創
生
期
間
に
お
け
る
方
向
性
に
つ

い
て
、
広
瀬
川
の
河
川
管
理
に
つ

い
て
他
▽
高
橋
啓
（
み
や
ぎ
県
民

の
声
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
そ
の
リ
ス
ク
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
指
定
廃
棄
物

の
安
全
な
処
分
に
つ
い
て
他
▽
深

谷
晃
祐
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会

議
）
家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て

▽
熊
谷
義
彦
（
社
民
党
県
議
団
）

放
射
能
問
題
（
汚
染
物
処
分
の
課

題
）
▽
齋
藤
正
美
（
自
由
民
主
党

・
県
民
会
議
）
有
機
農
業
の
推
進

に
つ
い
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配

布
に
つ
い
て
他
▽
太
田
稔
郎
（
み

や
ぎ
県
民
の
声
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
宮
城

農
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

子
供
の
不
登
校
い
じ
め
体
力
づ
く

り
、
貧
困
他
▽
石
川
利
一
（
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
）
大
震
災
復

旧
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て

▽
大
内
真
理
（
日
本
共
産
党
宮

城
県
会
議
員
団
）
福
祉
労
働
者
の

処
遇
改
善
と
育
成
に
つ
い
て
、
被

災
者
が
主
人
公
と
な
る
復
興
に
つ

い
て
他
▽
藤
倉
知
格
（
自
由
民
主

党
・
県
民
会
議
）
県
・
仙
台
市
連

携
に
よ
る
音
楽
ホ
ー
ル
整
備
を
、

統
合
医
療
の
推
進
に
つ
い
て
他
▽

角
野
達
也
（
日
本
共
産
党
宮
城
県

会
議
員
団
）
私
学
助
成
の
拡
大
と

人
以
下
学
級
の
拡
充
、
県
財
政

は
本
当
に
厳
し
い
の
か
他
▽
伊
藤

和
博
（
公
明
党
県
議
団
）
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
県
産
材
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
他

県
の
積
極
対
応
を
要
望

知
事

市
町
村
長
会
議
で
議
論

指定廃の
処理進展福

島
第
１
原
発
事
故
で
発
生

し
た
指
定
廃
棄
物
の
処
理
を
め

ぐ
っ
て
、
議
員
か
ら
は
処
理
の

進
展
に
向
け
た
県
の
積
極
的
な

対
応
を
求
め
る
質
問
が
相
次
い

だ
。

知
事
は
、
再
検
査
で
、
県
内

の
指
定
廃
棄
物
の
約
３
分
の
２

が
放
射
性
物
質
濃
度
の
指
定
基

準
で
あ
る
１
㌔
当
た
り
８
千

以
下
と
な
り
、
指
定
基
準
を
下

回
っ
た
も
の
は
一
般
廃
棄
物
と

し
て
地
元
自
治
体
な
ど
で
処
分

す
る
｜
と
い
う
国
の
処
理
方
針

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。「
県

内
の
指
定
廃
棄
物
の
処
理
は
今

後
の
市
町
村
長
会
議
で
議
論
し

て
い
く
」
と
語
っ
た
。

県
内
１
カ
所
の
選
定
を
め
ぐ

り
、
こ
う
ち
ゃ
く
状
態
に
あ
る

最
終
処
分
場
問
題
の
解
決
に
向

け
、
茨
城
県
の
よ
う
な
分
散
保

管
を
選
択
肢
の
一
つ
に
す
る
提

案
な
ど
も
あ
っ
た
。

知
事
は
分
散
保
管
に
つ
い
て

は
「
茨
城
県
は
放
射
能
濃
度
が

低
い
も
の
や
焼
却
灰
な
ど
性
状

が
安
定
し
た
指
定
廃
棄
物
が
多

い
。
我
が
県
の
指
定
廃
棄
物
は

稲
わ
ら
が
多
く
、
焼
却
な
ど
を

行
え
ば
、
再
び
放
射
性
物
質
濃

度
が
上
昇
し
、
基
準
値
を
超
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
茨
城
方
式

を
そ
の
ま
ま
我
が
県
に
当
て
は

め
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
難
色

を
示
し
た
。

県
税
の
軽
減
を
検
討

防
災
集
団

移
転
事
業

移
転
元
地
の
交
換
で

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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子
育
て
支
援

対
策
の
拡
充
要
望

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
議

員
か
ら
、
「
子
ど
も
の
貧
困
率

が
な
か
な
か
改
善
せ
ず
、
生
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
急

務
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対

象
を
拡
充
す
べ
き
だ
」
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
県
と
全
国
知
事
会
で
国
に

新
た
な
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
創
設
を
強
く
要
望
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

昨
年

月
、
石
巻
市
に
開
設

さ
れ
た
県
内
初
の
「
子
ど
も
食

堂
」
へ
の
支
援
を
求
め
る
質
問

も
あ
っ
た
。
子
ど
も
食
堂
は
、

経
済
的
理
由
な
ど
で
十
分
食
事

が
と
れ
な
い
子
ど
も
に
食
事
や

学
習
支
援
な
ど
を
行
う
。

保
健
福
祉
部
長
は
「
来
年
度

は
先
進
事
例
調
査
や
県
内
実
施

団
体
の
実
態
を
把
握
し
、
必
要

な
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
取
り
組
み
が
県
内
で
も
広

が
る
よ
う
、
実
施
団
体
の
掘
り

起
こ
し
に
も
努
め
る
」
と
前
向

き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

第
３
５
５
回
宮
城
県
議
会
（
２
月
定
例
会
）
は
、
平
成

年
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

総
額
１
兆
３
７
４
４
億
円
の

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
計
１
７
６
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

年
度
は

年
度

か
ら

年
間
の
県
震
災
復
興
計
画
の
後
半
５
年
間
の
最
初
の
１
年
と
な
る
。
提
案
理
由
説
明
で
村
井
嘉
浩
知
事
は
「
『
富
県
宮

城
』
の
実
現
を
引
き
続
き
強
力
に
推
し
進
め
、
地
方
創
生
や
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
、
貧
困
や
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
て
い
る
人
々
へ
の
支
援
に
も
重
点
的
に
取
り
組
む
」
と
強
調
し
た
。
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
は
、
創
造
的
復
興
５
年

間
の
総
括
や
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
状
況
、
仙
台
空
港
民
営
化
に
伴
う
運
用
時
間
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

を
交
わ
し
た
。

被
災
者
の
医
療
費
免
除

継
続
を
要
望

震
災
か
ら
５
年
を
経
過
し
て

の
諸
課
題
と
し
て
、
議
員
か
ら

「
被
災
者
の
医
療
費
免
除
を
継

続
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

市
町
の
財
政
状
況
に
左
右
さ
れ

て
い
る
。
被
災
者
負
担
に
差
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
県
が

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
」
と

の
要
望
が
あ
っ
た
。

知
事
は
、
「
国
保
医
療
費
の

一
部
負
担
金
免
除
を
実
施
す
る

か
ど
う
か
は
、
住
民
に
最
も
身

近
な
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が

総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
」
と

し
、
「
県
と
し
て
は
医
療
費
免

除
に
対
す
る
支
援
は
行
わ
な

い
」
と
断
言
し
た
。
た
だ
、
震

災
の
影
響
な
ど
で
国
保
財
政
が

厳
し
い
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
う
い
う
自
治
体
に
対
し

て
知
事
は
「
県
の
調
整
交
付
金

を
活
用
し
た
支
援
を
検
討
す

る
」
と
の
考
え
も
示
し
た
。

運
用
時
間
の
拡
大
を

新
規
就
航
促
進
へ
重
要
課
題

仙台空港７
月
に
完
全
民
営
化
さ
れ
る

仙
台
空
港
の
利
用
促
進
に
向

け
、
議
員
か
ら
「
運
用
時
間
の

拡
大
は
、
民
営
化
成
功
の
た
め

の
大
き
な
課
題
。
周
辺
住
民
や

自
治
体
と
の
関
係
も
あ
る
が
、

県
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の

か
」
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
外

国
人
旅
行
者
の
誘
致
に
向
け
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
充
実
を

求
め
る
質
問
も
相
次
い
だ
。

空
港
の
運
用
時
間
拡
大
に
つ

い
て
知
事
は
「
『
旅
客
数
６
０

０
万
人
、貨
物
取
扱
量
５
万
㌧
』

を
目
標
に
、
仙
台
空
港
民
営
化

に
取
り
組
ん
だ
。
新
規
就
航
促

進
に
向
け
て
、
運
用
時
間
の
延

長
も
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
」
と
指
摘
。
「
航
空
会
社

や
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社
の

意
見
も
踏
ま
え
、
運
用
時
間
の

延
長
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
、
県
が
周
辺
自
治
体
と
の
調

整
や
住
民
へ
の
説
明
を
行
う
な

ど
必
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

利
用
促
進
に
向
け
、
空
港
と

接
続
す
る
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス

線
の
利
便
向
上
を
求
め
る
議
員

も
い
た
。
土
木
部
長
は
「
仙
台

国
際
空
港
株
式
会
社
や
仙
台
空

港
鉄
道
株
式
会
社
と
連
携
し
、

利
用
者
に
使
い
勝
手
の
良
い
運

行
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
」

と
答
え
た
。

県議会２月定例会本会議

７月からの完全民営化を控える仙台空港 東北の空の
玄関口として利用者拡大に向けた施策が期待される

復
興
の
姿

世
界
へ
発
信

知
事

生
活
再
建
に
全
力
注
ぐ

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
議
員
か
ら
進
ち
ょ

く
状
況
や
被
災
し
た
移
転
元
地

の
買
い
取
り
後
の
利
活
用
に
関

す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ

い
て
「

年
度
末
に
は
、
計
画

さ
れ
て
い
る
１
９
５
団
地
の
う

ち
、
１
６
４
団
地
で
住
宅
の
建

築
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
着
実

に
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
早
期

に
被
災
者
へ
の
住
宅
引
き
渡
し

が
可
能
に
な
る
よ
う
、
引
き
続

き
市
町
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
」
と
答
え
た
。

移
転
元
地
の
利
活
用
つ
い

て
、
議
員
か
ら
「
復
興
庁
が
示

し
た
活
用
支
援
施
策
の
条
件
で

は
、
利
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
の

策
定
が
進
む
と
は
思
え
な
い
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
移
転
元
地
は
、
災

害
危
険
区
域
内
に
位
置
し
、
公

有
地
と
民
有
地
が
混
在
し
て
い

る
ほ
か
、
用
途
や
復
興
財
源
の

制
約
も
あ
り
、
当
面
は
具
体
的

な
土
地
の
利
活
用
は
見
込
め
な

い
地
区
も
あ
る
」
と
の
認
識
を

示
し
、
「
事
業
用
地
の
集
約
・

確
保
を
推
進
す
る
た
め
復
興
庁

の
支
援
施
策
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
市
町
の
計
画
策
定
や
事
業

実
施
段
階
に
お
い
て
、
県
の
各

部
局
が
連
携
し
て
事
業
調
整
な

ど
の
支
援
を
行
う
。
土
地
の
交

換
時
に
課
税
さ
れ
る
不
動
産
取

得
税
（
県
税
）
の
軽
減
も
併
せ

て
検
討
を
進
め
る
」
と
語
っ

た
。

震
災
復
興
に
関
し
て
は
、
知

事
が
掲
げ
る
「
創
造
的
復
興
」

の
５
年
間
の
総
括
と
、
新
年
度

か
ら
の
国
が
定
め
る
「
復
興
・

創
生
期
間
」
に
お
け
る
県
の
果

た
す
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
議

員
か
ら
質
問
が
相
次
い
だ
。

知
事
は
「
仙
台
空
港
民
営
化
、

医
学
部
新
設
な
ど
将
来
を
見
据

え
た
取
り
組
み
も
含
め
、
震
災

復
興
は
着
実
に
進
ん
だ
と
考
え

て
い
る
。
一
方
、
災
害
公
営
住

宅
の
整
備
や
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
全
体
的
に
は
進
ん
だ
が
、

地
域
に
よ
り
進
行
状
況
に
差
が

見
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
構
築
、
心
の
ケ
ア
に
加
え
、

失
わ
れ
た
販
路
や
観
光
客
の
回

復
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

残
さ
れ
て
い
る
」
と
５
年
間
を

総
括
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
県
の
沿
岸
地

域
は
、
震
災
前
か
ら
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た

が
、
震
災
に
よ
る
未
曽
有
の
被

害
で
さ
ら
な
る
加
速
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
復
興
・

創
生
期
間
に
お
い
て
は
、
復
興

需
要
の
縮
小
な
ど
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
日
本
の
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
、
具
体
的
施
策
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
我
が
県

の
復
興
の
姿
を
世
界
に
発
信
し

て
い
く
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

議
員
か
ら
は
被
災
者
の
生
活

再
建
や
心
の
復
興
に
向
け
て
の

知
事
の
決
意
を
た
だ
す
質
問
も

あ
っ
た
。

知
事
は
「
今
な
お
、
約
５
万

人
の
方
々
が
仮
の
住
ま
い
で
不

自
由
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
避
難
生
活
の
長

期
化
や
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移

転
の
本
格
化
な
ど
に
よ
り
被
災

者
の
心
身
の
ケ
ア
な
ど
ソ
フ
ト

面
の
対
応
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
」
と
強
調
。
「
被
災
者
の

実
情
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

全
て
の
被
災
者
が
一
日
も
早
く

生
活
再
建
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
全
力
で
支
援
し
て
い
く
」

と
力
を
込
め
た
。




